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第Ⅲ華 中酋水稲の特性 

1976年の冷害を機に増加 し始めた中苗水稲は､ 

1984年現在機械移植面積のうち79%を占めている｡

そのうち最も広く普及 している箱マット型式を対

象にその本田における特性を稚苗水稲ならびに手

植成苗水稲 と比較検討 した｡

第 1節 実験方法および結果

美顔方法

上川農試の水田において､1978年から1981年の

4か年にわたって実験を行った｡

表21 育苗様式と苗質､栽柿密度

育苗様式と苗令､栽植密度は表21に示すように､

稚苗は2.5葉､中苗は3.5葉､成苗は3.5-4.0葉苗

を用い､稚苗と中苗は 1抹 5本植とし､成苗は 2

本植とした｡栽植密度は3〔kmX12cm (27.8株了m2)

とし､いずれも手植 した｡

試験期間中1978年は活着期を除いて終始高温に

経過 し､1981年は終始冷温であった｡

処理区としては､基肥窒素施与量により1978年

と1981年には6,8､10､12､14kgN/10aの 5

区を､1979年と1980年には8､10､12kgN//10a

の 3区を設定 した｡窒素は硫安を使用 した｡

柿 211 育 -rrl7H 数 -H一 ノ人 本 川 の 1稚苗本数育苗様式項目 播
日一 日 鵜 柿 密 度

稚 苗 350me/符 25lT 2.5葉 30×12cm 5 本

中 田 200me/節 35Ei 3.5菓 27,8抹 /m2 5 本

実倹結果 

(1)生育相と収量性の特徴

幼穂形成期や出穂期は成苗水稲が最も早く､つ

いで中苗水稲､稚苗水稲の順であった (表22)｡中

苗水稲の幼穂形成期および出穂期は成苗水稲に対

して各年次とも 1日遅れに過ぎず､稚苗水稲より

も生育相が安定している｡

最高分げっ期の茎数は稚苗水稲 >中苗水稲 >成

苗水稲の順で､穂数も同様の順位であった (表23)

しかし､有効茎歩合は全く逆の順位であり､中苗

水稲の有効分げっ終止期は成苗水稲よりも4-6日

早かった｡また､梓長および穂長は成苗水稲 >中

苗水稲 >稚苗水稲の順であった｡

茎数の推移は､高温年 (1978年) では中苗水稲

と稚苗水稲はほとんど同様であったが､最高茎数

は稚苗水稲よりも少なく､冷温年 (1981年)では

中苗水稲の茎数増加は稚苗水稲よりも早かった (図 

10)0

栄養生長 と生殖生長の重複期間は､成苗水稲で

は10日前後で最も長 く､ついで中苗水稲では8-

9日間で､稚苗水稲では 3- 4日間である｡

4か年の平均収量は成苗水稲 >中苗水稲 >稚苗

水稲の順で､成苗水稲に対する収量指数は中苗水

稲が98､稚苗水稲は96であった (表24)｡また､ 4

か年の収量の変動係数 (CV)はそれぞれ8.8%､ 

14.6%､17.3%で､中苗水稲の収量の安定性は稚

苗水稲よりもまさるが､成苗水稲に比べると劣っ

た｡ 
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4ヵ年平均､ 8 N/kg(1表22 lh'- 稲の生育期節/]く･1 97-1818 91年､ aJ).Xr10 (fl ･ 日 )

期生育様式育苗 節 移 植 朋 穂期幼形 成 止 葉 期 出 穂 期 城 熟 即
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表23 中郡 水稲の生育経過の比較 (1978-1981年､ 4ヵ年平均､ 8kgN/
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表24 稚苗 ､中苗､成苗水稲の収矧 隼の比較 1年､ 10a区)
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中苗水稲は稚苗水稲に比べて､穂数が幾分劣 り､ 合が増加 した (表25)0

-穂籾数はや ゝ多 く､総粗数はほぼ同じで､成苗 冷温年には､ 6kgN //10aでは成苗水稲 と中苗

水稲に比べるとわずかに劣 り､登熱性は成苗水稲 水稲間に差異はほとん どないが､それ以上の窒素

と稚苗水稲の中間であった｡ 施与量では中苗水稲の方が明らかに劣った (図11)

19

高温年には､1 

が成苗水稲 よりも籾数が多 く､収量が高いが､10 

gN/10a以下では中苗水稲の方0k

)窒素施与量 と収量性

基肥窒素の増施による棟数および総籾数の増加

(2
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基肥窒素施与量が中苗水稲の受光熊勢および耐倒伏性 に及ぼす第2響 (1 879表2 年)
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)6米収量を減少させる｡登熱歩合の低下が急激にな 以下に低下する (表2 ｡また､中苗水稲の下位節

/3,000温年では 粒 m
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冷温年 (1981年 )

北海道立農業試験場報告 第67号 988)(1

窒 素 吸 収 量 (9 N / Z)'m

窒 素 吸 収 速 度 gN/m2/R)(m

成 苗 水 稲 89 273 67 46 

中 苗 水 稲

稚 苗 水 稲

118 314 113

210 014 613

窒 素 含 有 率 (%)I

57 

26

成

中

稚

苗

苗

苗

水

水

水

稲 

稲 

稲 

4

4.

7.

8.1 

4 9 

4 6 4.

7.

6.4 6 

4 0 

4 7 1.

5.

7.3 5 

3 2 

3 0 9.

0.

3.3 0 

3 5 

2 1 6.

6.

7.0 3

0 5

0 3

注)*

中苗水稲の成熟期における乾物生産量は､成苗

997､17819 年の2ヵ年の平均値｡●分げっ期､成熟期:茎葉 ●幼穂形成期-出穂期:葉身｡

ら出穂期にかけて乾物生産速度のピークがあった｡

水稲および稚苗水稲 と同等で育苗様式による差異 中苗水稲は成苗水稲に比べて､幼穂形成期までの

は認められなかった (表2 D7) 乾物生産速度はまさるが､その後出穂期までは劣

育苗様式による生育のずれを考慮 し,各生育期 り､出穂期以降では差異がなかった｡また､止菓

ごとの乾物生産速度 (1日当りの乾物生産量)を算 期ごろまでの乾物生産速度は稚苗水稲に類似 して

出すると､いずれの育苗様式においても止菓期か いたが､出穂期以降では稚苗水稲よりもまさった｡

高温年 (1g78年 ) 
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□ 成 蔚 ■ 中 南 口稚 苗

9N/8k図12 高･冷温年別中苗水稲の時期別乾物生産量 ( 10a区) 
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高iJ.年 17)と冷ll五 (91 稲の窒素吸収速度 Fti (98 .年 18)を比校すると､ (1日当りの窒素吸収.p)は出

袷(F1 lli 穂期までは稚 苗水稲とほとんど同じであったが､..年では稚苗水稲の場合､生育前半に強い冷 I.

の影響を受け生育が拝しく遅延したが,中苗水稲 出穂期以降では稚苗水稲よりも明らかにまきった｡

ではその影響が小さく､幼穂形成期までの乾物生 すなわち､止葉期以前の中苗水稲の陀物生産お

産It副ま稚苗水fl酎まもちろん成苗水稲よりもまさっ よび窒素吸収の経過は稚苗水稲に類似 し､出穂期

た (図12)｡さらに､幼徳形成期から止葉期の花物 以降は成苗水稲に類似 していた｡特に､中盾水稲

生産量の減少程度は稚苗水稲に比べて少なく､冷 の幼穂形成期から11二葉期にかけての窒素吸収[量は

温下での安定性が高かった｡ 成苗水稲よりも明らかに低く､稚苗水稲とともに

中苗水稲の幼穂形成期前後の窒素含有率は成苗 有効 幕歩合や一徳籾数が劣る原因となっているO

水稲と大差なく､出穂期以降では稚苗水稲と類似 中苗水稲の単位乾物重当りの枚数および単位窒

し成苗水稲よりも低く推移する (表27)0 素吸収量当りの籾数は､稚苗水稲よりもまさり､

成熟期の窒素吸収.7f 成苗水稲とは大差なかった 表2)Fは中苗水稲が幾分まさり､ ( 80

ついで成苗水稲､稚苗水稲の順であったO中苗水

表28 籾数生産能率および出穂後の乾物生産量 (1978-1981年､ 4ヵ年平均､ 8kgN/10a区)

.i項育苗様式目mT当 りの

総 粗 放

(×100) 汁.穂 後 の乾物生産韻
(リ/m2)

汁.穂 後 の乾物牛床 LL

乙 1_勺=I上m2当 りの 

総 柑 数(mg/ 1粒)
出

乾物重 1

当 りの籾
穂

g

数 期

窒素上根収 jTii

19当y)の籾赦 

中 苗 水 稲 312 49.7 37.6 571 14.9

稚 苗 水 稲 310 45.7 36.5 483 ll.3

苗水稲に比べて幼徳形成期まではまさるが､幼穂

第 2節 考 察 形成期から止葉期における停滞は類似 してお り､

有効茎歩合の低下や一徳籾数の減少の原因となっ

標準栽培における中苗水稲の生育相は､茎数の ている｡ しかし.稚苗水稲よりも棟数が少ないた

推移､有効茎歩合および一徳粗数からみると稚苗 め､-一徳籾数の減少程度は少ないo

水稲に類似し､有効茎終止期は成苗水稲よりも4- 以上の結果から､中苗水稲の乾物生産および養

6日早い｡しかし､幼穂形成期および出穂期は成 分吸収経過は､栄養生長期には稚苗水稲に類似し､

苗水稲に比べて 1日遅れ程度である｡ それ以降では成苗水稲に類似すると考えられるC

中苗水稲の玄米収竜および収量構成要素は成苗 中苗水稲の総籾数は窒素施与量が少ない段階で

水稲と稚苗水稲の中間で､登熱歩合､千粒重およ は成苗水稲よりも多く､窒素増施による茎数や一

び青米歩合などの登熱性についても同様であり､ 徳籾数の増加が大きく､10kgN/10a以上になる

冷温年においては成苗水稲に対して劣るが､稚苗 と倒伏性が高まり､群落内の相対照度が急激に低

水稲に比べると生育遅延が少なく､安定的である｡ 下し､登熟歩合が低下するため収量増に対する窒

乾物生産量および窒素吸収量は､中苗水稲は稚 素の増施効果が小さい｡
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従って､中苗水稲では､稚苗水稲の場合のよう

な基肥窒素の増施の必要はなく､むしろ過剰粗や

倒伏を防ぐため成苗水稲 と同等に基肥窒素施与竜

を控え目にする必要がある｡

今野らi:)はグライ土および泥炭土において イi ｢

シカリ｣を用いて試験を行い､成苗水稲も中苗水

稲も窒素吸収量が10-llkgN//10a､総籾数35,000

粒 //2mで最高収量が得られ､育苗様式による差異

はなく,窒素施与量を増すと中苗水稲では過繁茂

となり倒伏 し易いことを認め､基肥窒素を半分に

し､幼穂形成期に残 りの半分を分施することによ

ってその傾向を緩和できるとしている｡

星川鮒 は 1株苗本数が 5本以上で密植に過ぎる

と､成育初期から過繁茂になり易いので､上位の

後発分げっの抑制が必要であるとしている｡

仲川122)は成苗水稲における出穂期の最適葉面積

指数は3.0-4.0としている｡本研究における葉面

積指数の値は,中苗水稲では 8kgN//10aで3.9､ 

10kgN/10aで4.1であり､成苗水稲ではそれぞれ 

2.7､3.5に対してかなり大きかった｡すなわち､

稚苗水稲では葉面積指数が大きいわりに草型がよ

いのに対して､中苗水稲では草型の良さは認めら

れないので､栽植密度や施肥量に留意 し､過繁茂

の防止に努めることが肝要であるO特に冷温牛に

おける枚数の過剰による登熟歩合の低下が著しい

ことは､冷温下で収量が不安定であることを示 し

ており､窒素施肥量は成苗水稲と同等とし､稚苗

水稲のように籾数増加をねらうよりも,止葉期追

肥によって登熱性を高める効果をねらうべきであ

る｡ 
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第Ⅳ章 成酉ポット苗水稲の特性

第Ⅲ章に示したように､現在主流となっている

中苗水稲も､成苗水稲に比べるとその苗素質と本

田での気象適応性からみて､収量が不安定である

と言わざるを得ない｡それ故最近ではより安定性

の高い成苗の機械移植が指向され始めている｡そ

の中で既に普及面積を拡大しつつある成苗ポット

苗水稲を取り上げ､初期生育促進効果および窒素

の施肥反応について手植成苗および中苗水稲と比

較検討した｡

第 l節 実卓方法および結果

実験方法 

1983年と1984年の 2か年､上川農試水田におい

て ｢ゆきひかり (中生の中､穂数型､試験期間の

系統番号空育114号)25)｣を用いて実験を行った｡ 

1983年は活着期から7月上旬まで全般的に冷温に

経過した｡そのため出穂期も著しく遅延 し､8月

下旬および 9月中～下旬の冷温によって登熟期間

も延長 し､収穫期閉ざわの10月初旬に降雪を見､

完熟に至らないまま倒伏 し未首有の遅延型冷害を

受けたDそれに対して､1984年は生育期間中全般

的に好天に恵まれ､出穂期および登熟期もきわめ

て高温に経過した｡なお､5月下旬と6月上旬の

平均気温は,1983年では12.3℃と11.1℃ときわめ

て低かったのに対し､1984年ではそれぞれ16.4℃

と17.6℃で平年よりも高かった｡

成苗ポット苗 (以下ポット苗と省略)は樹脂製

の育苗板のポットに床土をつめ圧密したのち､種

子を 3粒ずつ手で播種 ･覆土し､ビニール-ウス

畑苗代に並べ置床によく庄着せしめ､充分に潅水

し､出芽するまでシルバーポリトーで被覆､保温

した｡出芽後は通常の育苗管理を行った｡手植成

苗 (以下成苗と省略)は慣行のビニールハウス畑

苗代に直接播種､育苗し､中苗は箱マット型式に

より､出芽器中で催芽したのちハウス内に並べ育

一 

苗したCいずれも35日苗を使用したが､用いた苗

の苗令は成苗は3.7-4,0葉､ポット苗は3.8-4.1

葉､中苗は3.0-3.2葉である｡

栽植密度は1983年は成苗およびポット苗は3比mx 

15皿､中苗は30cmx12皿とし､1984年はいずれも 

30cmx15cmとした｡1株苗本数は成苗とポット苗

は 3本植､中苗は 4本植とし､移植 日は1983年は 

5月25日､1984年は 5月24日で､いずれも手植し

た｡なお､ポット苗は 3本立ちのものを選んで使

用した｡

本田における窒素施与量は､1983年には成苗で

は 8kgN/10aの 1区のみ､中苗では6､ 8､12 

kgN/10aの 3区,ポット苗では6､ 8,10､12､ 

14kgN/10aの 5区を設けた｡P205､K20の施与

量はそれぞれ 8kgN/10aとし､複合燐硝安加里 

14-14-14､塩安および PK化成を用いて窒素施

与量を調整した｡

試験区面積は 1区15m2､ 2反復で行った｡

なお検査等級は食料検査事務所の検定による｡

実政権果 

(1)苗兼賞および活着性

ポット苗は成苗に比べて､苗令や草丈が幾分ま

さり､乾物重がまさり､第-葉鞘高は低く､窒素､

りん酸の吸収量が多く健苗の素質を備えていた (表 

29)｡

活着期 (ここでは便宜上移植後15日目)の生育

量は､ポット苗は成苗および中苗に比べて草丈は

大差なく､葉令､茎数､根重および根長はまさり､

窒素吸収量も多く､年次別にみると､成苗との差

異は高温年よりも冷温年において大きく､中苗と

の差はむしろ高温年で大きかった (表30)｡

ポット苗の移植から活着期までの窒素吸収量は､

冷温年では成苗の1.8倍､中苗の2.6倍であり､高

温年において成苗1.2倍､中苗の3.8倍に達し､冷

温活着性がすぐれていた｡
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成苗ポ ッ ト苗､成苗､中苗の形質の比較 4891(

第67号 (1988)

表 29 年､ゆ きひか り､8kgN/10a区)

比%)

5)

0)

日日) 

乾物重 根 数

年)

分/loo奉)) P205(吸収量 

4) 93(17

00) 53(10

養(9mN (比%

207(13

154(1

5(%)P20分含有率 

4 23.1

3 14.7

養N

51.

42.

) 

3

3

幸乞物量) (g/loo奉 

40.

36.

茎 数(本/個体 

20.

23.

苗 令(秦) 

41.

40.

9

0

第 1菓鞘( 高cm)

1.

2.

項目 草 丈(cm)

ll6.

9.4

育苗様式 

成苗ポット苗 

成 苗 

表 30 成苗ポ ッ ト苗水稲の活着時の生育量 (移植後 15 (株 当 り)

冷 温 年 

53.

28.

1

1

13.

26.

5

4

0

1

11

9

2成苗ポット苗 

2

08.

85.

17

6

41.

37.

8

7

5

2成 苗 

71.

55.

54.

53.

60.

73.


1

1


高 温 年 4891( 年)

*1984年は総根長を示すQ総根長はルートスキャナ-で測定したQ

k9N/10a区)

荏) 1983

荏) 

表31 成苗ポ ッ ト苗水稲の生育期節 8(

移益軒 幼 穂形成期 

18077722...3

LLj穂期 成熟某,q 移植期 l幼 稚形成期

// 66622..8

出穂期 

52.〟 5′′ 51168882...2 達せず//// 52.4･ケ/I, 3･ケ7722..5

4891年は10月6日に初雪があり､その後引続く降雪により倒伏した｡一方､ 年は異常に早い成熟期となった｡ 
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育 相)生 年では 2日早く､出穂期は 1日早まり､1 4年

ポット苗水稲の生育初期の分げっ数は､2か年 では両者に差異がなかった (表31)D成熟期につい

9883(2

とも成苗水稲よりもまさった 年は成

苗水稲に比べて生育全般にわたってまさったが､ 

83(図13)｡19 ては19 年では降雪のため全区倒伏 し判定できな

かったが､1 4年では成苗水稲と差がなく､中苗

水稲に比べると2日早かったo 

98

83

年では分げっ盛期以降の生育は成苗水稲より8419

も劣り､最高茎数および棟数ともに少なかった｡

3.
1.

6.

最高収量は､ポット苗水稲では1

成苗水稲では10

早く､幼穂形成期については成苗水稲に比べて19 素の施肥量が 8kgN/10a以下では､ポット苗水

)収

( 83冷温年 年) ( 84高温年 年) 

Py

(3

･･････････...

ポット苗水稲は最高分げっ期については成苗水稲 32 14)収量はほぼ同等であった (表 ､図 ｡すなわ

10と差がなく､中苗水稲に比べると両年とも約 日 2kN/10ち窒素を 増施する必要があった｡窒g a

1919

R

つ 成苗 

E
) 

この年は高温に経過し生育進度が早まったため､ 量

分げっの進んだポット苗水稲は凋落的な生育相を gN/10aで､2k

とった｡ N/10aで得られ､両者の最高kg

q

0

0 

0

0 

8

6 

茎
数 

(本
/

604 20 3 7 20 3 4 0 00 40 08 20 3

〇日 成苗 ポット苗 ×･･･×中苗

図13 成育ポット苗水稲の茎鞍の推移

表32 基準施肥量および最高収量 を得た時の収量構成要素

(%)

7
70
6

69

(q) 

0.
2.

2
20
0

1.20

(×100) 

5
1 

3
43
6

104

籾 数 

1.
8.

6
67
2

5.63

穂 数

7
5 

8
3

5
6

643 

)a10(kg/

8
21

8 

)a10kg( /

5
85

(5
5

稲 9) 

(574) 

育苗様式 
成苗ポL/卜馴く

成 苗 水 稲 
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稲は-穂籾数は大差ないが.穂数は明らかに劣る

ために､総籾数が少なく､そのうえ登熟歩合が高

い反面､千粒重が劣った｡_,･･.,･
 

0

0 

5

4 )乾物生産量ならびに窒素吸収量

ポット苗水稲の乾物生産量は､止菓期ごろまで

(4

N

茎
葉

の 

含
有
率 

(%
) 

LLi 
は成苗水稲よりもまさるが､その後差がなくなり､

登熱初期以降再び上回った (図15)｡

ポット苗水稲の茎葉の窒素含有率は､分げっ盛

期から止菓期ごろまでは成苗水稲よりも低く経過

するが､出穂期以降ではほとんど差が認められな

l ;‡. 

穂期

a以下では特に大きくなり､収量構成要素の不
0 7 0 3 402 0%64020 3 402 08 0 3

足に結びつくことが予想される｡

10

I監言i･-.期出
't
 かった (図16)｡_. 

9I＼ う ー- 生育前半の茎葉の窒素含有率の低下は 8kgN/ 

.･･つ成
ポット苗水稲は止葉期の10目前ごろまでは窒素

図16 成育ポット苗水稲の茎葉の窒素含有率の推移 吸収は旺盛であるが､その後出穂後10日ごろまで

･････...日 成蔚ポット蔚 〇 蔚

4年､98k98(1 N/a)10

kg

窒素吸収の停滞が認められる (図15)｡しかし､登

熟期には再び回復 し､成苗水稲よりもややまさる

傾向があるO

N/成苗ポ ソト苗水稲の葉面積書冊女および菓身長表33 98(1 4年､ 7円30円､ 8 10a区)

｣J二 葉 2菓目 

7 5.

3葉口

0 9 

1襲日日､ 卜 合 計 -_ ll i 2葉目 

2.1 0 0.1 1.0 9 0.3 5 8.19 4.23

2.1 6 4.1 7 9.0 2 1.0 6 8.3 1 5.20 1.26

登熟期 (出穂後 7日目)の葉面積指数は､成苗 生産量および窒素吸収量が多く､籾 1粒当りに配

1.8.水稲の3 に対してポット苗水稲で3 でかなり小

さく､止葉の面積は同等であるが上から2菓 目の しかし､窒素施与量が少ないと窒素不足によって

葉身の面積は小さく､葉身長も短い (表33)｡梓長 総籾数が少なく､出穂後の乾物生産量も少ない｡ 

および下位節間長は､おおむねポット苗水稲で成

分される乾物生産量が多いことでも示されている｡

苗水稲よりも短かった (表34)｡

登熱性についてみると､ポット苗水稲は成苗水 19

(5)遅延型冷害年の特性 

83年の成苗水稲の出穂期は 8月16日で,平年

稲と同一の籾数の場合､登熱歩合が高い傾向が認 に比べて10日以上も遅れた｡このような著 しい冷

められるOこれは､ポット苗水稲は出穂後の乾物 温下で､ポット苗水稲の出穂期は成苗水稲に比べ 
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成苗ポット苗水稲の梓長および下位節間長ならびに登熱性 
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表35 遅延型冷害年における成苗ポット苗水稲の収量性と品質 

4

0a1kg3891( 年､ 8 N/ 区)
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410

0
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17.
24.

49.

3.
4.

1
1

検 査等 級 

2中 
2下 

規格外 

乱) 収量比(%)

9 106
1 100

83

97
100

玄 米収 量(kg/lo

46
44

368

559
574

項 目年 次 育苗様式 

冷温年(1983年) 成苗ポット苗水稲 
成 苗 水 稲 

中 苗 水 稲 

高温(1984年年) 成苗ポット苗水稲 
成 苗 水 稲 

粒)

は成苗水稲 との比較はできなかったが､窒素施与)5て 1目早く,登熟遅延が緩和された (表3 ｡その

結果､成苗水稲に比べて総粗数が多いわりに登熟 量を増施 しても減収程度が小さく安定的であった 

歩合ならびに千粒重が高く､玄米収量がまさり､ )8(図1 0

検査等級もまさった｡また､不稔歩合も低かった｡

ポット苗水稲は冷温下でも初期生育がすぐれ､

生育初期の窒素吸収が早く､相対的に体内窒素含

有率が低 目に経過 し､障害不稔に対する抵抗力が

強く､また生育遅延が緩和されるものと推定され

また､高温年においては､ポット苗水稲は成苗

や中苗水稲 と同一籾数で比較すると登熟歩合が高

く､窒素施与量を増し枚数が多くなるほどその差

が大きくなる傾向が認められた｡遅延型冷害年で

は成苗水稲 との比較はできなかったが､少なくと

)7る (図1 0 も中苗水稲よりもまさり､登熱性がすぐれていた｡

遅延型冷害年におけるポット苗水稲の玄米収量

-6ー3 
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型冷害年にその効果を発揮する18 7 2)
)8)19

第 2軒 考 察 成苗ポット苗水稲の登熱性のよさは､初期生育

がよく､分げっが促進され､相対的に体内窒素含

成苗ポット苗水稲は成苗水稲に比べ､多くの点 有率が低目に推移し､過剰な栄養生長が起こらず､

ですぐれていた｡まず第-に苗の窒素およびりん 適度の葉面積指数をもって登熟期に入り､受光態

酸含有率が高く､乾物重がまさるため､本田での 勢がよく.根活力が高いことにより塵熟期間の乾

活着もよく根の発達が良好で初期生育の促進効果 物生産量ならびに窒素吸収量がまさるためと考え

が高い｡冷温下での活着力の強さは寒冷地では重 られる｡

要な意味をもっている｡ 斉藤 ･石川87)は中苗との対比で､成苗ポット苗

成苗ポット苗の活着のよさは苗の栄養状態がす 水稲の梓長は短く,茎や穂首が太く倒伏抵抗性が

ぐれているほか､ポットの土つきのまま本田に持 強いことを認めている｡田中129)は籾数のわりに登

込まれるため､苗の植傷みがなく､速やかに養分 熟歩合の高いことを認めており､受光態勢のよさ

吸収を始めるためと考えられる｡ を示唆している｡

成苗ポット苗水稲に関する研究はまだ日が浅く､ また､成苗ポット苗水稲は成苗水稲や中苗水稲

報告例は少ないが､手権威苗や中苗に比べて活着 に比べて冷害年の不稔歩合が低いDこれは､幼穂

力の強い健苗であること､本田での初期生育がす 形成期ごろから止菓期にかけて体内の窒素含有率

ぐれ登熱性がよく収量も安定しているとの報告が が低く推移することが原因の一つと考えられる｡

多い18)71)87)91)98)117)129) 以上のように成苗ポット苗水稲は冷温年にその

成苗ポット苗が､窒素およびりん酸含有率が高 力が発揮されることが確認された｡しかし､高温

く､吸収量も多いこと57)60)98日 45)や植傷みの少な 年においては窒素施与量が基準量の 8kgN/10a

いこと87)98)146)147)は既に確認されている｡佐藤ら では成苗水稲の収量に及ばず､ 2kgN/10a程度

98)によると､成苗ポット苗は窒素吸収力がすぐれ の増肥によって同等の収量となり､12kgN/10a

ており､切断などの損傷を受けない古い根の寄与 で最高収量を得たD成苗ポット苗水稲は本来初期

率が高いという｡古い根が活着までに養分吸収を 生育がよく､早い時期に窒素不足になり易く､基

或程度行うことは石塚 ･田中34)によって既に確か 肥窒素施与量が不足した場合には分げっ盛期ころ

められているが､成苗ポット苗については､ポッ から窒素含有率が低下し､止葉期前10日ころから

ト内の土つきの根を重視すべきである｡ 窒素吸収が停滞し､穂数が減少したり､籾殻が小

苗の窒素およびりん酸含有率や炭水化物含量が さくなることにより千粒重が小さくなり易い99)｡成

活着力に影響することは手植時代に多くの報告が 苗ポット苗水稲の収量が初期生育のよいわりに伸

あり27)31)51)141)142)､機械移植水稲については三本 び悩むのは､このような性格によるものと考えら

57)の報告がある｡既往の報告では窒素を重要視 し れるO窒素供給量の少ない土壌では窒素の増施あ

ているが､成苗ポット苗では窒素およびりん酸含 るいは追肥が必要である｡その場合,手植成苗よ

有率ともに高いが､本田の活着期から分げっ期に りも早目の追肥が有効であり､幼穂形成期前 7日

土壌のりん酸供給力が特に低くない限り､窒素の ごろと止葉期追肥を併用することが望ましい22)87)

含有率が高いことの意義の方が大きいと考えられ この育苗様式は苗床面積を多く要し､専用の移

る88㌧ 植機が必要であるなど､コス ト高である71)が､コ

第二の成苗ポット苗水稲のよさは､出穂期が早 ス トをできるだけ安くするためにも窒素供給力の

く､特に冷温年の登熱遅延を軽減するなど耐冷性 強い土壌の圃場で適用して､肥料代を節減する必

の強いことである｡成苗ポット苗水稲は特に遅延 要がある｡ 
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